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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年8月13日(2020.8.13)

【公表番号】特表2019-531055(P2019-531055A)
【公表日】令和1年10月31日(2019.10.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-044
【出願番号】特願2019-505354(P2019-505354)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/31     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/31     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  17/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/31     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ    1/22     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/31     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   17/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月6日(2020.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　免疫グロブリン（Ｉｇ）結合タンパク質であって、当該Ｉｇ結合タンパク質が、１つ又
は複数のＩｇ結合ドメインを含み、少なくとも１つのＩｇ結合ドメインが、
　配列番号：２０、２６、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、４
２、４３、４４、４５からなる群から選択されるアミノ酸配列を含む、又は、
　配列番号：２０、２６、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、４
２、４３、４４、４５からなる群から選択されるアミノ酸配列に対して少なくとも８９．
５％の配列同一性を有する配列である
　ことを特徴とする免疫グロブリン（Ｉｇ）結合タンパク質。
【請求項２】
　請求項１に記載のＩｇ結合タンパク質において、
　ａ．１位のアミノ酸が１位のイソロイシンであり、１１位のアミノ酸がアラニン、グル
タミン酸若しくはイソロイシンから選択され、３５位のアミノ酸がアルギニン若しくはイ
ソロイシンから選択される；又は
　ｂ．１位のアミノ酸が１位のイソロイシンであり、１１位のアミノ酸がアラニン、グル
タミン酸若しくはイソロイシンから選択され、４２位のアミノ酸がロイシンである；又は
　ｃ．１位のアミノ酸が１位のイソロイシンであり、３５位のアミノ酸がアルギニン若し
くはイソロイシンから選択され、４２位のアミノ酸がロイシンである；又は
　ｄ．１１位のアミノ酸がアラニン、グルタミン酸若しくはイソロイシンから選択され、
３５位のアミノ酸がアルギニン若しくはイソロイシンから選択され、４２位のアミノ酸が
ロイシンである；又は
　ｅ．１位のアミノ酸が１位のイソロイシンであり、１１位のアミノ酸がアラニン、グル
タミン酸若しくはイソロイシンから選択され、３５位のアミノ酸がアルギニン若しくはイ
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ソロイシンから選択され、４２位のアミノ酸がロイシンである
　ことを特徴とするＩｇ結合タンパク質。
【請求項３】
　請求項１に記載のＩｇ結合タンパク質において、２８位のアミノ酸が、アスパラギン又
はセリンであることを特徴とするＩｇ結合タンパク質。
【請求項４】
　請求項１に記載のＩｇ結合タンパク質において、前記Ｉｇ結合タンパク質が、１つ又は
複数のＩｇ結合ドメインを含み、少なくとも１つのＩｇ結合ドメインが、配列番号：１８
、１９、２０、２３、２４、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、
３５、３６、３７、３８、３９、４０、４２、４３、４４、４５、５３、５４、５５、５
６、５７、５８、５９、６０、６１からなる群から選択されるアミノ酸配列を含むことを
特徴とするＩｇ結合タンパク質。
【請求項５】
　請求項１に記載のＩｇ結合タンパク質において、前記タンパク質が、互いに結合した２
、３、４、５、６、７、又は８個のＩｇ結合ドメインを含むことを特徴とするＩｇ結合タ
ンパク質。
【請求項６】
　請求項１に記載のＩｇ結合タンパク質において、前記タンパク質が、固相支持体にコン
ジュゲートしていることを特徴とするＩｇ結合タンパク質。
【請求項７】
　請求項６に記載のＩｇ結合タンパク質において、前記Ｉｇ結合タンパク質が、前記Ｉｇ
結合タンパク質の固相支持体への部位特異的共有結合用の付着部位をさらに含むことを特
徴とするＩｇ結合タンパク質。
【請求項８】
　請求項１に記載のＩｇ結合タンパク質において、前記Ｉｇ結合タンパク質が、ＩｇＧ１

、ＩｇＧ２、ＩｇＧ４、ＩｇＭ、ＩｇＡ、Ｆｃ領域を含むＩｇフラグメント、ＩｇのＦｃ
領域を含む融合タンパク質、及びＩｇのＦｃ領域を含むコンジュゲートに結合することを
特徴とするＩｇ結合タンパク質。
【請求項９】
　請求項１に記載のＩｇ結合タンパク質を含む、親和性分離マトリックス。
【請求項１０】
　免疫グロブリンの親和性精製のための、請求項１に記載のＩｇ結合タンパク質、又は、
請求項９に記載の親和性分離マトリックスの使用。
【請求項１１】
　免疫グロブリンの親和性精製の方法であって、当該方法が：
（ａ）免疫グロブリンを含む液体を提供するステップ；
（ｂ）親和性分離マトリックスであって当該親和性分離マトリックスに結合した請求項１
に記載の少なくとも１つのＩｇ結合タンパク質を含む親和性分離マトリックスを提供する
ステップ；
（ｃ）前記液体と前記親和性分離マトリックスとを接触させるステップであって、前記免
疫グロブリンが前記Ｉｇ結合タンパク質に結合するステップ；及び
（ｄ）前記マトリックスから前記免疫グロブリンを溶出し、これによって前記免疫グロブ
リンを含む溶出液を得るステップ
　を備えることを特徴とする免疫グロブリンの親和性精製の方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法において、ステップ（ｃ）と（ｄ）の間に、前記親和性分離マ
トリックスに非特異的に結合している分子の一部又は全部を前記親和性分離マトリックス
から除去するのに十分な条件下で、前記親和性マトリックスを洗浄するステップをさらに
備えることを特徴とする方法。
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